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　7月14日～16日、令和5年度遠別神社例大祭が行われました。今年もきらり運動広場にて出店が軒を連ねました。
露天商からは大阪焼、クレープ、フランクフルト、フレンチドッグ、チキンステーキの５店舗、和遠では、くじやスマー
トボールなどの縁日と、トロピカルジュースなどの飲食物を販売していました。年に一回のお祭りということもあり、食
べ物を買いに来たり、くじなどの縁日を満喫する姿が見られました。
　１５日には子ども神輿と御神輿渡御も行われました。１日を通してあいにくの天気となりましたが、子ども神輿では子
どもたちの元気な声が町内のいたる所で聞こえてきました。
　御神輿渡御では、今年も新型コロナウイルス感染予防のため、行列、パレードは中止となりましたが、トラックで各
町内会を一巡いたしました。
　夏の風物詩となる遠別神社例大祭を様々な形で楽しんでいる姿が各所で見られました。
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　８月１２日に和遠主催の「遠別川夏まつり」を開催い
たします。各種飲食店や子ども縁日、夜空を彩る花火
大会等、遠別の夏を盛り上げます！ぜひ、家族や友人な
どとお楽しみください！
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　7月13日に社会福祉協議会主催の「なごーみ夏祭り」
が開催されました。多世代交流の一環として行われ、わ
たあめやくじ引きなどのミニ縁日が並び、全て無償で提
供されました。
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遠別川夏まつりのご案内遠別川夏まつりのご案内 なごーみ夏祭り開催！なごーみ夏祭り開催！
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越前市神山地区を訪問越前市神山地区を訪問

歓迎の集い歓迎の集い水泳交流水泳交流紙すき体験紙すき体験

県立恐竜博物館県立恐竜博物館神山小学校との学校交流神山小学校との学校交流市内を散策市内を散策

越前市中央公園越前市中央公園アイスで休憩アイスで休憩流しそうめん流しそうめん

7/25
（1日目）歓迎のつどい、ホームステイ

7/26
（２日目）

神山小学校での交流、水泳交流
紙の文化博物館見学、
紙すき体験など

7/27
（３日目）

県立恐竜博物館見学、紫式部公園見学
お別れのつどいなど

7/28
（４日目）出発式
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まちの話題まちの話題

　7月4日、マナピィ・21で令和５年度遠別町教育関係職
員交通安全大会が行われました。この大会は教育関係職員
の交通安全に対する意識高揚を図り、交通安全教育の充実
を図ることなどを目的としています。講師として天塩警察署
地域・交通課の丸一課長を招き交通情勢についての講演が
ありました。その後、遠別中学校本間教諭より交通安全の
誓いがあり、安全運転の徹底が誓われました。

交通安全を誓う
教育関係職員交通安全大会

　7月4日、幼児センターきらりにていちご狩り体験が行
われました。この体験は町内有志の方のご提供により行わ
れたものです。準備の段階で降っていた小雨も実施前には
上がり、園児たちは大きくて真っ赤ないちごを見つけ歓声
をあげながら、次々と摘み取っていました。摘み取ったい
ちごは園児たちが自宅に持ち帰りおいしくいただきました。
いちごの提供をされた方のご厚志に感謝します

おおきくて甘い！
きらりいちご狩り体験

　7月4日、町長室において「社会を明るくする運動」の
伝達式が行われました。この運動は、犯罪や非行の防止
と立ち直りについて理解を深め、明るい地域社会を築くた
めの運動です。伝達式では「“生きづらさ”を抱える人、再
出発を図ろうとする人を受け入れることのできる社会を目指
し、支援に取り組んでまいります。」等と記されたメッセー
ジを読み上げ、町長へ手渡されました。

明るい地域社会を目指して
「社会を明るくする運動」伝達式

　7月４日、マナピィ・21で遠別町外国人技能実習生受入
対策協議会主催の日本語教室が行われました。令和２年か
ら始まったこの活動はコロナウイルス感染症の影響により
休止していましたが３年ぶりに再開され、日本語での自己
紹介や日常的な会話などから日本語能力の向上を目指して
います。現在の町内の技能実習生は75名となり、日本語
教室での学びを活かし、遠別町の産業を支えています。

学びの場が再開
外国人技能実習生　日本語教室「かけはし」
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まちの話題まちの話題

　令和５年６月22日に84歳でご逝去された西畑葊男前
遠別町議会議長のお別れの会が７月８日にマナピィ・21で
執り行われました。
　西畑氏は平成７年５月に遠別町議会議員に当選以来、令
和５年４月までの、７期28年の永きにわたり在職。さらに
平成19 年５月から平成 23月４月、平成 27年５月から令
和５年４月までの３期12年遠別町議会議長に就任されまし
た。遠別町の基幹産業である第一次産業、特に農林、漁
業を中心とした産業基盤の強化、遠別町アクティブシニア
多世代交流センター、道の駅えんべつ富士見の建設、遠別
町立診療所の整備に議会としての意見をまとめ、各業種に
おける後継者対策や交流人口の増加に貢献されました。地
域住民の声を行政に届け、行政のお目付け役として遠別町
の振興発展に大きく貢献された功績から、令和５年６月27
日の臨時議会の議決により遠別町名誉町民の称号が贈られ
ました。

別れをしのぶ
故　西畑葊男　遠別町名誉町民　前遠別町議会議長　お別れの会　

　7月12日、幼児センターきらりにて「劇団バク」による
人形劇「ヘンゼルとグレーテル」が開催されました。この
お話はわんぱくな兄妹のお話です。劇が始まる前にお兄さ
んと手遊びや歌を歌ったりして緊張をほぐした後、劇が始ま
りました。園児たちは楽しいダンスや音楽で笑顔を見せた
り、魔女が出てくると、少し怖がる表情を見せていましたが、
劇が終わると楽しんだ表情を見せていました。

ちょっぴり怖い魔女が登場！
着ぐるみ人形劇「ヘンゼルとグレーテル」

　7月16日、富士見海水浴場みなくるび～ちにて第21回
ビーチバレーボール大会が開催されました。みなくるび～ち
の海開きに合わせて例年開催しており、今年は札幌市や稚
内市など町内外の計８チームが参加し、熱戦を繰り広げて
いました。Aクラスの部では札幌市のチーム「guys」が、B
クラスの部では札幌市のチーム「YOSEATSUME」が優勝
を飾りました。

砂浜の大熱戦！
ビーチバレーボール大会
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健康のススメこころもからだも元気が一番 健康のススメこころもからだも元気が一番

意識してみよう「ナトカリバランス」
高血圧の原因としてよく知られる「塩分（ナトリウム）の摂りすぎ」。

「減塩は大事」と分かってはいても、薄味にすると物足りない…と感じている人も多いのではないでしょうか。
今回は、我慢するだけではない高血圧予防のキーワード「ナトカリバランス」について紹介します！

●ナトリウムとカリウムって？
ナトリウム カリウム

働き 水を溜め込む
性質 ➡ 体内の水分量

増加 ➡ 血圧
上昇↑

余計な
ナトリウムを
体から排出

➡ 体内の水分量
減少 ➡ 血圧

低下↓

日本人の
1 日あたり
摂取量の
現状 ( ＊ )

塩分の摂りすぎにより
ナトリウムの摂取量が多い

（食塩摂取量：男性…10.9g ／女性…9.3g）

野菜や果物の不足により
カリウムの摂取量が少ない

＊【出典】日本人の食事摂取基準（2020 年版）、令和元年国民健康栄養調査

食事で摂取するナトカリバランスの目標

★「減塩は大切だけど、難しいときはその分野菜を多く食べよう！」
　減塩ばかりの食事は、味気なく辛く感じがち。楽しいはずの食事が、苦しくなっては本末転倒です。
　「料理に野菜をプラス」、「食事に１品野菜料理をプラス」、「食事にトマトジュースをプラス」・・・
　「野菜をとって、塩分を出そう！」とプラス思考にするだけで、楽しく高血圧予防ができるかもしれません。
　できることからやってみましょう！
　国保特定健診の結果から、遠別町は、「血糖・血圧」両方高い人が北海道平均より高めというデータがあ
ります。これは、朝食の欠食や野菜不足が大きく関係していると考えられます。
野菜の摂取量を増やすことは、ナトカリバランスの改善だけでなく、食物繊維の摂取も増え、血糖値の上
昇を緩やかにしてくれることにも繋がります。
　まずは、「野菜をプラス！」の推進のため、8 月 23・24 日の複合健診では、トマトジュースをお配りし
ます。「そのまま飲むのはちょっと苦手かも…」そんな方は料理で活用してみるのはいかがでしょう？
　次のページに、トマトジュースを活用できるレシピを掲載しましたので、ぜひ、お試しください！

福祉課　保健指導係　7-2125

ナトカリについて
詳しくはこちら 　→

【引用元】
　ナトカリ普及協会
　https://natkali.or.jp

慢性腎臓病 (CKD) で治療中の方は、
カリウムの排せつ機能が低下している
ため、主治医の確認が必要になりま
すのでご注意ください。

カリウムをたくさんとって、
余分なナトリウムを追い出そう！

血圧上昇の原因となる 血圧を下げる働きがある

ナトリウム カリウム減らそう 増やそう

（食塩摂取量目標値：男性…7.5g ／女性…6.5g）

塩分塩分 野菜、果物野菜、果物
いも、豆いも、豆
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トマトジュース活用レシピ紹介！！

その他のレシピはこちらから →
【引用元】
　カゴメ株式会社　レシピ
　https://www.kagome.co.jp

国保特定健診対象の方で、他の医療機関で人
間ドック等を受けている方は、検査結果を役場
に提示いただくことで、行政サービスポイント
５００Pがもらえます。

【お問い合わせ】
福祉課保険係　７－２１１４

トマトジュース×豆乳ドリンク
●カロリー：68kcal　●塩分：0g　●タンパク質：4.6g
【材料（２人分）】
・カゴメトマトジュース食塩無添加　
・豆乳（無調整）　　　　　　　　 　 

… 200ml
… 200ml

【作り方】
１．食材を混ぜ合わせる。

レンジで１０分！なすのキーマカレー
●カロリー：530kcal　●塩分：2.4g　●タンパク質：15.5g
【材料（２人分）】
・合いびき肉
・塩・こしょう
・なす
・玉ねぎ・赤パプリカ
・サラダ油
・カゴメトマトジュース食塩無添加
・カレールウ
・ご飯　　　　　 　 

… 100g
… 各 少々
… 1 本
… 各 1/4 個
… 大さじ 1/2
… 1 カップ（200ml）
… 2 かけ
… 茶わん 2 杯

【作り方】
１．野菜は 1.5㎝角に切る。合いびき肉は塩・こしょうをふる。
２．耐熱ボウルに（１）の野菜を入れ、その上にひき肉を広げるようにおく。サラダ油、トマトジュー

スの順に回しかけ、ふんわりラップをして電子レンジで加熱する。（600W　7 分）
３． 一度取り出し、ひき肉をほぐすように混ぜてからカレールウを加え、再度ラップをして電子レン

ジで加熱する。（600W　2 分）
４．ルウがなじむまでよく混ぜたら、皿にご飯を盛り、（３）をかける。

トマトジュースで作る さば缶のトマトスパゲティ
●カロリー：542kcal　●塩分：3.3g　●タンパク質：34.7g
【材料（２人分）】
・カゴメトマトジュース食塩無添加 (190g)
・さばの水煮缶
・しその葉
・スパゲティ
・塩
・こしょう 　 

… 1 缶
… 1 缶（200g）
… 4 枚
… 200g
… 小さじ 1/3
… 少々

【作り方】
１．塩（分量外）を加えた湯で、スパゲティを茹でる。
２．フライパンにトマトジュースと、さば煮缶を汁ごと加える。
３．さばの身をほぐしてから、中火で約５分煮る。塩・こしょうで味をととのえる。
４．（２）のソースにスパゲティを加え混ぜ、盛り付け、千切りにしたしその葉をちらす。

混ぜるだけ！混ぜるだけ！
お子さんとも一緒に作れますね！お子さんとも一緒に作れますね！

★ワンポイントアドバイス★ワンポイントアドバイス
＊パスタは２リットルの水に大さじ１の塩を加えて茹でる。＊パスタは２リットルの水に大さじ１の塩を加えて茹でる。

＊さば缶は、味噌缶でも美味しく作れます。＊さば缶は、味噌缶でも美味しく作れます。
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　新しく広報委員になった
　バーカー・キャメロンさんの企画

「Why Embetsu」です。
　外国出身の方ならではの目線で
遠別町の見え方や魅力を紹介します！

Barker Cameron 

Why
　Embetsu

　みなさん、こんにちは。私はキャメロンです。街で見かけたり、お子さんの英語教室で見かけたことがあ　みなさん、こんにちは。私はキャメロンです。街で見かけたり、お子さんの英語教室で見かけたことがあ

る方もいらっしゃると思います。「なぜこの外国人がまだ遠別に住みたがっているのだろう？」と思った方もいる方もいらっしゃると思います。「なぜこの外国人がまだ遠別に住みたがっているのだろう？」と思った方もい

らっしゃるでしょう？沢山理由があるのですが今月一つ教えます！ らっしゃるでしょう？沢山理由があるのですが今月一つ教えます！ 

　それは　それは夏だ！夏だ！遠別の夏は、私にとって厳しい季節です。文字通りの砂漠で育った、夏の気温は遠別の夏は、私にとって厳しい季節です。文字通りの砂漠で育った、夏の気温は 40 度40 度
にも達するのに、北海道の穏やかな夏でさえ、私には暑すぎるのです。私は冬の子なのです。しかし、そにも達するのに、北海道の穏やかな夏でさえ、私には暑すぎるのです。私は冬の子なのです。しかし、そ

の代償として、素晴らしいものがあります。の代償として、素晴らしいものがあります。

　アメリカでは、欧米でアニメやサムライ映画が盛んなため、日本人に対する変な考えが蓄積されることが　アメリカでは、欧米でアニメやサムライ映画が盛んなため、日本人に対する変な考えが蓄積されることが

あります。また、ソーシャルメディアでも変な考えが流布されているのを見かけます。ペットをポケモンに見あります。また、ソーシャルメディアでも変な考えが流布されているのを見かけます。ペットをポケモンに見

立てたペイントや、額に生理食塩水を注入してドーナツに見立てたものなどです。しかし、より信憑性の高立てたペイントや、額に生理食塩水を注入してドーナツに見立てたものなどです。しかし、より信憑性の高

いアイデアのひとつに、いアイデアのひとつに、「森林浴」「森林浴」と呼ばれるものがあります。日本人が森の中に入って、森の音や色に身と呼ばれるものがあります。日本人が森の中に入って、森の音や色に身

をゆだねて、リフレッシュしたりリラックスしたりすることができるという考え方です。この言葉は 90 年代にをゆだねて、リフレッシュしたりリラックスしたりすることができるという考え方です。この言葉は 90 年代に

流行ったらしいですが、今までに実際に話している人を聞いたことがありません。私たちが住んでいるところ流行ったらしいですが、今までに実際に話している人を聞いたことがありません。私たちが住んでいるところ

では、おそらく、森や原生林が当たり前のようにある、あるいは、それを恨んだりすることが多いからかもでは、おそらく、森や原生林が当たり前のようにある、あるいは、それを恨んだりすることが多いからかも

しれません。夏になると、私は宗谷や留萌のあたりをドライブすることが多くなる。しれません。夏になると、私は宗谷や留萌のあたりをドライブすることが多くなる。

　その理由は、　その理由は、3 つ3 つあります。まず、風のない暑い日、32℃の気温の中、あります。まず、風のない暑い日、32℃の気温の中、窓を開けて運転窓を開けて運転するのが最するのが最

高に気持ちいいからです。2 つ目は、いつも動物や写真を撮りたいものを探しているのですが、高に気持ちいいからです。2 つ目は、いつも動物や写真を撮りたいものを探しているのですが、夏の光夏の光はは

素晴らしいです。3 つ目は、素晴らしいです。3 つ目は、森の音や色が最高のセラピー森の音や色が最高のセラピーになることです。森や木を " 緑 "と考えるになることです。森や木を " 緑 "と考える

ことがあります。それはそれでいいんです。しかし、私がいつも驚かされるのは、ことがあります。それはそれでいいんです。しかし、私がいつも驚かされるのは、

遠別周辺には実に遠別周辺には実にさまざまな種類の緑さまざまな種類の緑があることです。富士見ヶ丘公があることです。富士見ヶ丘公

園周辺の丘を見上げれば、ライトグリーン、ダークグリーン、エメラルドグリーン、園周辺の丘を見上げれば、ライトグリーン、ダークグリーン、エメラルドグリーン、

イエローグリーン、ブラウングリーン、ブルーグリーン...... と、実に多くの緑イエローグリーン、ブラウングリーン、ブルーグリーン...... と、実に多くの緑

が目に飛び込んできます！世界中のほとんどの人にとって、緑は心を和ませ、リラックスさせる色です。だかが目に飛び込んできます！世界中のほとんどの人にとって、緑は心を和ませ、リラックスさせる色です。だか

ら、私は森に入るのが好きなんです。ら、私は森に入るのが好きなんです。夏の音は素晴らしい夏の音は素晴らしいです。これを読んでいる皆さんにとって、セです。これを読んでいる皆さんにとって、セ

ミの鳴き声は迷惑なもの、あるいはホワイトノイズのようなものなのでしょう。私にとっては、素晴らしい感覚ミの鳴き声は迷惑なもの、あるいはホワイトノイズのようなものなのでしょう。私にとっては、素晴らしい感覚

なのです。朝、樹遠大橋に向かって歩いていると、富士見ヶ丘公園周辺の森の中で鳴く蝉の声は、まるでなのです。朝、樹遠大橋に向かって歩いていると、富士見ヶ丘公園周辺の森の中で鳴く蝉の声は、まるで

波打ち際を歩いているような迫力があります。音の波が押し寄せてきて、耳が聞こえなくなりそうです。それ波打ち際を歩いているような迫力があります。音の波が押し寄せてきて、耳が聞こえなくなりそうです。それ

に比べ、冬の静けさは圧倒的だ。蝉の鳴き声を聞きながら屋内に入ると、まるで森の中にいるような耳鳴りに比べ、冬の静けさは圧倒的だ。蝉の鳴き声を聞きながら屋内に入ると、まるで森の中にいるような耳鳴り

がします。これが、私が遠別の夏を好きな理由です。皆さんは、このようなことを考えたことがありますか？がします。これが、私が遠別の夏を好きな理由です。皆さんは、このようなことを考えたことがありますか？

長く住んでいるうちに忘れてしまったのでしょうか？この夏は、ぜひ一度、長く住んでいるうちに忘れてしまったのでしょうか？この夏は、ぜひ一度、よそ者の目線よそ者の目線で遠別を見つめ、で遠別を見つめ、

その魅力を味わってみてください。その魅力を味わってみてください。
8



ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
し
て

　
　
　
　
申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
年
金
に
関
す
る
こ
と
で
変
更
が
あ
っ
た

項
目
に
つ
い
て
、
申
請
が
な
い
と
年
金
事

務
所
が
把
握
で
き
な
い
項
目
に
つ
い
て

は
、
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方
が
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
が
遅
れ
る
と
、
年
金
保
険
料
の
未
納

期
間
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
将
来
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
年
金
額
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
す
で
に
受

け
取
っ
て
い
た
だ
い
た
年
金
の
一
部
を
返

還
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
が
必
要
な
項
目
の
一
例
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

・
勤
め
先
を
退
職
し
た
（
勤
め
先
の
事
業

所
等
が
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
方
）

→
厚
生
年
金
（
第
２
号
）
か
ら
国
民
年
金

（
第
１
号
）
へ
の
加
入
申
請
が
必
要
。

　

配
偶
者
が
扶
養
に
入
っ
て
い
た
場
合

（
第
３
号
）
は
配
偶
者
の
分
も
申
請
が
必

要
。

※
期
間
を
空
け
ず
に
別
の
勤
め
先
に
変
わ

る
場
合
は
申
請
不
要
。

　
申
請
が
必
要
な
場
合
の
例

７
月
31
日
に
Ａ
事
業
所
を
退
職
、
９
月
１

日
か
ら
Ｂ
事
業
所
へ
就
職

・
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
や
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た

→
死
亡
に
関
す
る
届
出
が
必
要
。

　
転
入
・
転
出
や
町
内
転
居
に
伴
う
住
所

変
更
や
婚
姻
に
伴
う
氏
名
の
変
更
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
基
礎
年
金
番
号
を
活
用
し

て
年
金
事
務
所
が
確
認
で
き
る
た
め
届
出

は
不
要
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
役
場
福
祉
課
福
祉
係
ま

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

稚
内
年
金
事
務
所　

℡　
０
１
６
２-

32-

１
９
４
１

役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡　
７-
２
１
１
４

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
ご
案
内

●
制
度
概
要

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
母
子
お
よ
び
父
子

家
庭
等
）
に
対
し
て
手
当
て
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
に
達

す
る
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児

童
（
又
は
20
歳
未
満
の
障
が
い
の
あ
る
児

童
）
に
つ
い
て
、
そ
の
児
童
を
監
護
し
て

い
る
母
、
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
父
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
婚
姻
（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
を

含
む
）
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の

障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

※
そ
の
他
に
対
象
に
な
る
要
件
や
対
象
に

な
ら
な
い
要
件
等
あ
り
ま
す
。

●
手
当
額

　

手
当
額
は
、
受

給
者
お
よ
び
扶
養

義
務
者
の
所
得
に

応
じ
て
、「
全
部

支
給
・
一
部
支
給
・

支
給
停
止
」
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

●
支
給
時
期

　
原
則
と
し
て
、
奇
数
月
（
５
月・７
月・

９
月
・
11
月
・
１
月
・
３
月
）
に
前
月
分

ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
日

が
休
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
の
営
業
日
と

な
り
ま
す
。

●
手
続
き
・
関
係
届
出

　

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
手
続
き
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〇
婚
姻
を
解
消
し
た
こ
と
に
よ
り
児
童
を

養
育
す
る
場
合
等（【
支
給
対
象
】を
参
照
）

〇
既
に
受
給
し
て
い
る
方
で
、
養
育
し
て

い
る
児
童
の
人
数
が
変
わ
っ
た
、
住
所
や

氏
名
等
が
変
わ
っ
た
場
合
（
変
更
届
等
）

や
婚
姻
し
た
、
異
性
と
同
居
し
生
計
を
一

つ
に
し
て
い
る
（
社
会
通
念
上
の
事
実
婚

関
係
に
あ
る
）
な
ど
の
場
合
（
喪
失
届
）

※
そ
の
他
に
も
手
続
き
等
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
現
況
届
（
毎
年
８
月
）

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況
を
把
握

し
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
確
認
す
る

も
の
で
す
。

※
提
出
が
な
い
場
合
、
11
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
今
月
（
８
月
）
は
、
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

児童扶養手当支給額表（令和５年４月現在）
区分 全部支給 一部支給

第１子 月額 44,140 円 月額 44,130 ～10,410 円
第２子 月額 10,420 円を加算 月額 10,410 ～ 5,210 円を加算
第３子以降 月額　6,250 円を加算 月額　6,240 ～ 3,130 円を加算
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●
お
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

福
祉
課　
福
祉
係
（
役
場
１
階　
４
番
窓

口
）　
℡　
７-

２
１
１
４

遠
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　

遠
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
相
談
や
支
援

を
行
う
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
や
福
祉
な
ど
地
域
の
高
齢
者
に
関

す
る
様
々
な
相
談
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

計
画
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。　
　

・
高
齢
者
の
方
、
そ
の
家
族
・
知
人
な
ど

介
護
等
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

・
介
護
に
関
す
る
相
談
や
心
配
事
に
加
え
、

健
康
や
福
祉
、
医
療
や
生
活
に
関
す
る

こ
と
な
ど
何
で
も
相
談
下
さ
い
。

●
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。　
　

・
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
方
に
対

し
、
元
気
で
過
ご
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
介
護
の
必
要
性
が
高
く
な
る
恐
れ
の
あ

る
方
な
ど
が
元
気
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
様
々
な
方
面
か
ら
皆
さ
ん
を
支
え
ま

す
。　
　

・
地
域
の
介
護
事
業
所
の
支
援
や
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
地
域

と
な
る
よ
う
、
様
々
な
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
に
努
め
ま
す
。

●
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す
。　
　

・
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
消
費
者
被
害
等

の
予
防
、
虐
待
予
防
、
成
年
後
見
制
度

の
紹
介
等
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

遠
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
遠
別
町
役
場
福
祉
課
包
括
支
援
係
）

℡　
７-
２
１
２
５

テ
レ
ビ
電
話　
５-
２
１
１
４

内
閣
府
か
ら
お
願
い

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に
係
る
住
民

向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
地
震
防
災
対
策
で
は
、
減
災
目
標
の
達

成
を
目
指
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
対

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
度
、
内
閣
府
で
は
、
今
後
の
防
災
対
策

に
向
け
て
、
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
避
難
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
：
８
月
31
日
（
木
）
ま
で　
　

※
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人
が

特
定
で
き
な
い
よ
う
と
り
ま
と
め
た

後
、
今
後
の
防
災
対
策
の
検
討
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
回
答
方
法
：
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
回
答
フ
ォ
ー
ム
へ　
　

https:en.surece.co.jp/kai
ko2023

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
化
月
間

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
の
お
願
い

　
戦
後
、
沖
縄
や
奄
美
大
島
、
小
笠
原
諸

島
が
祖
国
に
復
帰
す
る
中
、
歯
舞
諸
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
の
北
方
四
島

は
未
だ
に
祖
国
に
復
帰
す
る
こ
と
が
実
現

し
て
い
ま
せ
ん
。
一
日
で
も
早
く
北
方
領

土
の
返
還
を
実
現
す
べ
く
国
民
一
人
ひ
と

り
の
意
思
を
署
名
を
通
じ
て
反
映
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
強
調
月
間
」
と
し
、国
、都
道
府
県
、

市
町
村
、
関
係
団
体
が
連
携
し
、
北
方
領

土
問
題
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
８
月
中
は
、
役

場
１
階
ロ
ビ
ー
に
北
方
領
土
返
還
署
名

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
生
活
広
報
係

℡　
０
１
６
３
２-

７-

２
１
１
３
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　
土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・
営
業
譲

渡
な
ど
、
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

係
る
契
約
を
し
た
場
合
に
は
、
国
土
利
用

計
画
法
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
土
地
が
所

在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

●
届
出
対
象
面
積　
　

・
市
街
化
区
域　
２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内　

５
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以
上

●
届
出
者　
　

・
土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
等
）

●
届
出
期
限　
　

・
契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
届
出

書
の
提
出
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

●
提
出
書
類　
　

各
３
部

・
土
地
売
買
等
届
出
書

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５

万
分
の
１
以
上
の
地
形
図

・
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か

に
し
た
５
千
分
の
１
以
上
の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
図
面　

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る
場
合
）

●
罰
則　
　

・
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
届
出
・
問
合
せ
先

役
場
総
務
課
企
画
振
興
係　

℡　
０
１
６
３
２-

７-

２
１
１
１

※
提
出
様
式
や
制
度
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

警
察
署
か
ら

暴
力
団
　
地
域
団
結
　
断
固
拒
否

■
暴
力
団
は
、
組
織
の
維
持
・
拡
大
の
た

め
に
、
覚
せ
い
剤
密
売
や
特
殊
詐
欺
、
密

漁
、
み
か
じ
め
料
・
用
心
棒
料
の
要
求
等

の
犯
罪
行
為
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
組

織
の
関
係
者
を
利
用
し
て
一
般
社
会
に
お

け
る
経
済
取
引
へ
介
入
す
る
な
ど
、
様
々

な
手
段
を
用
い
て
活
動
資
金
獲
得
を
図
っ

て
お
り
、
暴
力
団
の
活
性
化
は
様
々
な
犯

罪
を
誘
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
暴
力
団
の

起
こ
す
対
立
抗
争
を
激
化
、
長
期
化
さ
せ

る
原
因
と
も
な
り
、
道
民
の
皆
様
の
安
全

で
平
穏
な
日
常
生
活
と
健
全
な
経
済
活
動

に
大
き
な
脅
威
と
不
安
を
与
え
ま
す
。

　
警
察
は
、
暴
力
団
の
壊
滅
に
向
け
て
強

力
な
取
り
締
ま
り
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
道
民
の
皆
様
も

　「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」

　「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」

　「
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
」

　「
暴
力
団
と
交
際
し
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
暴
力
団
の
違
法
・
不
当
な

活
動
や
犯
罪
被
害
に
関
す
る
こ
と
は
、
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
早
期
に
警
察
に
相

談
、
通
報
す
る
強
い
意
志
と
勇
気
を
も
っ

て
、
社
会
か
ら
暴
力
団
を
追
放
し
ま
し
ょ

う
。

消防支署から

  留萌管内において、消火器などの消防設備の悪質な訪
問販売が多発しています。
　通常より高い金額で購入させようとするため、十分注
意してください。
　何か不審に思うことがありましたら消防署遠別支署ま
でご連絡ください。

 北留萌消防組合消防署遠別支署 TEL　7-2119

消火器の悪質な訪問販売が
多発しています！

遠別消防署ホームページ
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/shobo/ 

11



議会からのたより
第55号

【
一
般
会
計
】

◆
基
線
２
号
橋
補
修
工
事

１
１
５
万
円
増

◆
緑
豊
橋
補
修
工
事　

３
５
万
円
増

◆
北
海
道
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

抜
優
勝
大
会
出
場
補
助
金

　
　
　
　
　
　

５
０
万
５
千
円
新
規

◆
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
道
大
会
出
場

補
助
金　
　

６
８
万
６
千
円
新
規

◆
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場
改
修
工
事

６
，
３
９
０
万
円
増

【
下
水
道
特
別
会
計
】

◆
下
水
道
公
共
桝
設
置
工
事

２
０
０
万
円
増

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

・
草
刈
忠
和
氏
（
丸
松
）
の
選
任
に

同
意
し
た
。

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

・
左
記
11
名
の
任
命
に
同
意
し
た
。

　
　
　

大
西　

幸
生　

氏（
共　

栄
）

　
　
　

茂
野　

敏
彦　

氏（
久　

光
）

　
　
　

泊　
　

昌
尚　

氏（
久　

光
）

　
　
　

森　
　

雅
昭　

氏（
富
士
見
）

　
　
　

橋
本　

浩
一　

氏（
丸　

松
）

　
　
　

加
藤　

利
英　

氏（
中　

央
）

　
　
　

妻
沼　
　

浩　

氏（
北　

里
）

　
　
　

野
村　

孝
司　

氏（
幸　

和
）

　
　
　

杉
本　

栄
治　

氏（
啓　

明
）

　
　
　

金
山　

桐
子　

氏（
久　

光
）

　
　
　

渡
邊　

理
香　

氏（
本
町
３
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
和
田
裕
克
氏
（
本
町
３
）
の
推
薦

に
賛
成
し
た
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
工
事
名　

旧
と
ん
が
り
か
ん
改
修

工
事

契
約
金
額　

３
億
８
，
３
６
８
万
円　

契
約
の
相
手
方

　

共
栄
・
堀
松　

　
　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
６
月
９
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
の

４
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報

告
２
件
、
同
意
12
件
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
１
件
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
１
件
、
補
正
予
算
２

件
、
発
議
２
件
の
合
計
20
件
の
議
案

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
、
会
期
を
３
日
間
残
し
閉
会
し
ま

し
た
。
一
般
質
問
は
、
山
本
議
員
、

國
部
議
員
、
白
幡
議
員
の
３
名
が
行

い
ま
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
各
会
計
の
決
算
概
況

　
〈
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
〉

◆
令
和
５
年
度
国
及
び
道
所
管
の
事

業
概
要
〈
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
〉

◆
遠
別
農
業
高
等
学
校
海
外
研
修
地

の
変
更

◆
第
43
回
北
海
道
中
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
結
果
及
び

第
43
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
大
会
北
北
海
道
大
会
出
場

◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◆
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

第
４
回
定
例
会

報　
告

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

行
政
報
告
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議会からのたより
第55号

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

第
４
回
定
例
会

令
和
４
年
度

各
会
計
の
決
算
概
況

　
令
和
４
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
保
病
院
事
業
会
計

を
除
き
、
一
般
会
計
を
含
め
て

６
会
計
で
決
算
剰
余
金
総
額
は
、

１
億
６
，
４
８
３
万
５
，
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
計
処
理
が
地
方
公
営
企

業
法
適
用
の
国
保
病
院
事
業

会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
，

３
１
９
万
５
，
０
０
０
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
着
工
中
の
町
立
診
療
所
建

設
工
事
及
び
本
年
度
発
注
の
旧
と

ん
が
り
か
ん
改
修
工
事
な
ど
を
着

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
国
及
び

道
所
管
の
事
業
概
要

　
留
萌
開
発
建
設
部
所
管
の
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
道
２
３
２

号
線
の
金
浦
地
区
に
お
い
て
、
視

線
誘
導
灯
設
置
工
事
、
旭
地
区
に

お
い
て
、
旭
橋
補
修
工
事
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
遠
別

漁
港
に
お
い
て
、
引
き
続
き
南
防

波
堤
の
改
良
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
次
に
、
留
萌
振
興
局
留
萌
建
設

管
理
部
所
管
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
般
道
道
名
寄
遠
別
線
の

奥
正
修
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
前
後
に

お
い
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
遠
別
側
で
は
宇
遠
別
ト
ン
ネ

ル
の
イ
ン
バ
ー
ト
工
、
坑
口
工
及

び
法
面
工
が
行
わ
れ
、
幌
加
内
町

側
で
は
地
滑
り
対
策
工
が
予
定
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
振
興
部
所
管
の
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
海
岸
保
全
整
備
事

業
と
し
て
、
丸
松
、
丸
松
１
地
区

及
び
北
里
１
地
区
に
お
い
て
、
重

力
式
護
岸
、消
波
ブ
ロ
ッ
ク
製
作・

据
付
工
事
が
進
め
ら
れ
、
今
年
度

は
２
地
区
で
工
事
を
実
施
し
、
丸

松
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
で

事
業
完
了
の
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
、
丸
松
１
地
区
に
つ
い
て
は
ブ

ロ
ッ
ク
製
作
の
み
を
行
い
、
次

年
度
設
置
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
と
し
て
、
遠
別
第
２
地

区
に
お
い
て
、
区
画
整
理
23
・
９

ｈ
ａ
と
そ
の
内
数
で
、
暗
渠
排
水

20
・
１
ｈ
ａ
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

治
山
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
育
事
業
と
し
て
金
浦
地
区
及
び

北
里
地
区
に
お
い
て
、
改
植
と
下

刈
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年

度
よ
り
新
た
に
復
旧
治
山
事
業
と

し
て
、
北
里
地
区
に
お
い
て
、
山

腹
斜
面
で
の
崩
壊
に
よ
り
キ
ビ
タ

ナ
イ
川
が
閉
塞
し
隣
接
す
る
草
地

の
冠
水
被
害
が
あ
り
、
土
砂
流
失

に
よ
る
災
害
の
危
険
が
あ
る
た

め
、
土
留
工
事
の
実
施
に
向
け
、

測
量
調
査
設
計
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
水
産
環
境
整
備
事
業

と
し
て
引
き
続
き
遠
別
沖
合
魚
礁

設
置
工
事
が
予
定
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

６会計の決算剰余金内訳は下記のとおり

●一般会計　　　　　　　　

●国民健康保険特別会計

●後期高齢者医療特別会計

●簡易水道特別会計　　　　　　　　

●下水道特別会計

●介護保険特別会計　　　　　

１４０，０９６千円

１，４４４千円

０千円

３９３千円

１，０２０千円

２１，８８２千円
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議会からのたより
第55号

第  

４  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
在

宅
で
も
生
活
が
困
難
に
な
っ

た
高
齢
者
が
安
心
し
て
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
友

愛
苑
で
は
職
員
の
人
員
不
足
に
よ
り

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
が
本
年
３
月
に
休

止
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
平
成
３
年
４
月

か
ら
直
営
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
運
営
を
開
始
し
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
、
社
会
福

祉
法
人
旭
川
湯
ら
ん
福
祉
会
が
運
営

し
、
そ
の
後
施
設
を
無
償
譲
渡
し
て

完
全
民
営
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　
そ
こ
で
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
伺

う
。

①
友
愛
苑
が
人
材
不
足
の
た
め
に
入

所
定
員
が
減
少
し
て
る
現
状
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
関
与
し
て

き
た
の
か
。

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
を

無
償
譲
渡
し
た
際
に
、
何
か
条
件
が

あ
っ
た
の
か
、
条
件
付
き
で
あ
れ
ば

そ
の
条
件
を
伺
う
。

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
友
愛
苑
は
、
介
護
職

員
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
の
理
由

に
よ
り
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
事
業

を
休
止
し
て
い
る
が
、
３
月
末
ま
で

に
、
入
所
者
全
員
が
友
愛
苑
多
床
室

を
含
め
、
札
幌
、
旭
川
、
稚
内
の
施

設
に
入
所
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
町
と
し
て
は
、
友
愛
苑
の
介
護
職

員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
は
い
る
が
、
民
間
法
人
が
運
営
す

る
施
設
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

介
護
人
材
不
足
の
解
消
に
対
す
る
直

接
的
な
関
与
は
で
き
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

友
愛
苑
は
、
当
町
の
介
護
保
険
の
中

核
を
担
う
事
業
所
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
ま
で
も
施
設
の
改
修
費
用
に
対
す

る
補
助
や
介
護
職
員
の
住
宅
の
確
保

な
ど
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
可
能

な
限
り
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
運
営
法
人
と
の
情
報
共
有
を
は
じ

め
、
助
言
や
協
議
な
ど
を
行
い
、
町

と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
平
成
22
年
６
月
25
日
付
で
締
結
し

た
、
遠
別
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
友
愛
苑
」
の
無
償
譲
渡
に
関
す
る

協
定
書
の
中
で
は
、「
遠
別
町
民
が

優
先
で
利
用
で
き
る
施
設
運
営
に
努

め
る
こ
と
」、「
食
材
等
の
調
達
に
つ

い
て
は
町
内
調
達
に
努
め
る
こ
と
」

等
の
記
載
は
あ
る
が
、
運
営
そ
の
も

の
に
つ
い
て
の
特
段
の
条
件
は
無

い
。

再　
質　
問

平
成
19
年
に
湯
ら
ん
福
祉
会

が
指
定
管
理
者
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
平
成
23
年
に
無
償
譲
渡

し
た
が
、
な
ぜ
４
年
後
に
無
償
譲
渡

に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
と
き

に
締
結
し
て
い
る
契
約
書
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
そ
れ
と
、
同
時
に
遠
別
町
も
補
助

金
を
２
億
円
以
上
出
し
て
る
と
思

う
。
更
に
、
個
室
型
ユ
ニ
ッ
ト
も
増

設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に

関
し
て
は
、
町
に
権
限
が
あ
る
は
ず

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
契
約
が
交
わ
さ

れ
た
の
か
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
休
止
に
伴
い
、
多
床
室

の
友
愛
苑
の
存
続
を
不
安
視
す
る
声

が
町
民
の
方
々
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
見
過
ご
せ
な
い
問

題
で
あ
る
。
多
床
室
で
も
職
員
の
離

職
が
相
次
い
で
い
る
が
、
ユ
ニ
ッ
ト

運
営
が
立
ち
い
か
な
く
な
っ
た
最
大

の
原
因
も
職
員
の
離
職
に
あ
る
と
私

は
思
う
。
友
愛
苑
の
多
床
室
は
無
償

譲
渡
し
て
る
か
ら
、
町
は
関
わ
り
を

も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
町
長
の
答

弁
に
あ
っ
た
が
、
職
員
、
入
居
者
共

に
ほ
ぼ
遠
別
町
の
住
人
で
あ
る
。
人

員
確
保
の
た
め
に
町
と
し
て
、
尽
力

で
き
な
い
の
か
、
町
長
の
所
見
を
も

う
一
度
伺
い
た
い
。

無
償
譲
渡
し
た
と
き
の
契
約

書
に
は
条
件
と
い
う
の
は
無

い
。
指
定
管
理
と
い
う
形
で
、
湯
ら

ん
会
に
３
年
間
お
願
い
を
す
る
流
れ

の
中
で
、
湯
ら
ん
会
の
方
が
ど
う
い

町
政
を
問
う

問

答

問

山本議員　 問 友愛苑の介護人材不足に町としてどう関与してきたのか。

笹川町長　 答 民間運営のため直接関与はできないが、できる限りの支援を検討したい。

答
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う
ふ
う
に
判
断
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ

は
推
測
で
し
か
な
い
が
、
十
分
企
業

と
し
て
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
判
断

の
下
で
、
で
き
れ
ば
無
償
譲
渡
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
の
信

頼
関
係
の
中
で
の
無
償
譲
渡
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
、
今
ま
で
来
て
る
と

い
う
こ
と
だ
と
私
は
理
解
を
し
て
い

る
。

　

そ
の
間
に
、
施
設
の
整
備
等
、
ユ

ニ
ッ
ト
を
作
る
と
き
も
、
町
と
し
て

補
助
金
は
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先

ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
町
の
老

人
福
祉
の
中
核
を
な
す
も
の
だ
と
い

う
考
え
方
に
は
変
わ
り
は
無
い
。
た

だ
や
は
り
事
業
権
を
民
間
に
譲
渡
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
的
機
関
の
立

場
で
助
言
等
は
で
き
る
も
の
の
、
事

業
運
営
に
つ
い
て
は
タ
ッ
チ
で
き
な

い
。
そ
れ
は
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
う
。
そ
の
中
で
、
１
回
目
の
答

弁
で
も
話
し
た
よ
う
に
、
職
員
の
確

保
を
す
る
た
め
の
住
居
な
ど
の
間
接

的
な
支
援
し
か
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
私
も
こ
の
立
場
に
な
っ
て
10

年
に
な
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

そ
う
い
う
相
談
を
受
け
る
。
な
ぜ
こ

こ
ま
で
し
か
で
き
な
い
ん
だ
と
い

う
、
そ
う
い
う
限
界
が
あ
る
こ
と
を

十
分
知
ら
さ
れ
て
、今
日
ま
で
き
た
。

だ
か
ら
、
事
業
を
譲
渡
し
て
民
間
に

し
た
こ
と
が
、
よ
か
っ
た
の
か
、
悪

か
っ
た
の
か
と
い
う
葛
藤
は
今
で
も

持
っ
て
い
る
。
何
と
も
し
よ
う
が
な

い
こ
と
も
何
回
も
申
し
上
げ
る
が
、

残
念
で
な
ら
な
い
。

　

こ
の
後
、
ど
ん
な
形
で
相
談
が
あ

る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
ま
た
新
た

な
展
開
が
出
て
き
た
段
階
で
、
ど
う

し
て
も
必
要
な
老
人
福
祉
施
設
、
介

護
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
を
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
他
方
で
、
今
の
事
業
者
が

ど
う
い
う
形
に
な
る
か
は
別
に
し
て

も
、
ほ
か
の
町
で
や
っ
て
る
事
業
者

の
考
え
方
も
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
今
現
状
は
、
そ
こ
ま
で
し

か
お
答
え
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

再　

　々
質　
問

留
萌
宗
谷
管
内
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
公
設
民
営
の
中
、
16

年
間
、
湯
ら
ん
福
祉
会
に
運
営
し
て

い
た
だ
い
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

話
で
、
無
償
譲
渡
は
私
は
正
解
だ
と

思
う
。

　
友
愛
苑
は
家
族
の
方
が
安
心
し
て

委
ね
ら
れ
る
場
所
で
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
今
後
、
例
え
ば
湯
ら
ん

福
祉
会
が
撤
退
す
る
と
い
う
最
悪
の

状
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
処
し
て
い
く
の

か
。

今
後
、
最
悪
と
な
っ
た
場
合
、

で
き
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
は

想
定
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
だ

が
、
そ
う
は
言
っ
て
ら
れ
な
い
場
面

が
出
て
こ
な
い
と
も
限
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
現
状
、

健
全
経
営
と
い
う
言
い
方
は
あ
っ
て

る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
大
手

の
事
業
者
等
に
も
話
を
し
て
、
今
後

の
対
応
を
相
談
し
た
い
と
。
現
状
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

議会からのたより
第55号

答

問
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議会からのたより
第55号國部議員　 問 大型工事が続くことによる将来の住民サービスへの影響は。

笹川町長　 答 町民に対する行政サービスの低下を招かないよう最善の対策を行う。

令
和
５
年
予
算
に
は
、
診
療

所
新
設
経
費
に
約
13
億
円
。

と
ん
が
り
か
ん
の
改
修
に
４
億
２
，

０
０
０
万
円
。
建
設
予
算
だ
け
で
約

27
億
円
の
金
額
が
見
込
ま
れ
る
中
学

校
改
築
の
設
計
調
査
に
約
１
億
２
，

０
０
０
万
円
と
複
数
の
大
型
工
事
案

件
が
含
ま
れ
て
お
り
、
町
民
の
注
目

を
集
め
て
い
る
。
大
型
の
公
共
工
事

は
、
町
内
経
済
に
好
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
が
、
町
民
の

中
に
は
大
型
工
事
が
続
く
こ
と
で
、

将
来
的
な
財
政
不
安
を
口
に
す
る
方

も
い
る
。
建
設
開
始
前
に
町
民
が
理

解
で
き
る
よ
う
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
行
政
と
町
民
が
オ
ー
プ
ン
を
喜

び
合
え
る
よ
う
、
疑
問
を
解
消
す
る

必
要
が
あ
る
。

①
⑴
と
ん
が
り
か
ん
の
改
修
工
事
に

関
し
て
、
遊
戯
施
設
と
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
の
共
存
は
問
題
な
い
の
か
。

⑵
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
数
は
ど
う
想

定
し
て
い
る
の
か
。

⑶
年
間
運
営
費
は
ど
の
程
度
か
か
る

の
か
。

②
広
報
誌
に
は
町
立
診
療
所
、
中
学

校
の
工
事
費
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、両
施
設
の
備
品
費
や
移
設
業
務
、

そ
の
他
の
工
事
費
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
総
額
は

概
算
で
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る

の
か
。
と
ん
が
り
か
ん
も
含
め
、
町

財
政
の
健
全
性
に
ど
こ
ま
で
影
響
を

与
え
る
の
か
。
想
定
す
る
公
債
費
比

率
や
将
来
負
担
率
等
の
数
値
を
提
示

し
て
、
将
来
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
等
伺
う
。

①
今
年
度
大
型
事
業
が
続
く

中
、
少
し
で
も
町
民
の
不
安

を
解
消
す
る
よ
う
、
広
報
誌
、
新
聞

紙
面
等
で
説
明
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
町
民
に
と
っ
て
喜
ば
れ
る
施

設
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
を
し
て

い
る
。

⑴
遊
戯
施
設
と
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の

共
存
に
つ
い
て
、
遊
戯
施
設
を
メ
イ

ン
と
し
て
計
画
を
し
て
お
り
、
遮
音

対
策
を
施
す
が
、
完
全
な
防
音
対
策

は
し
て
い
な
い
た
め
、
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
利
用
者
に
対
し
、説
明
の
上
、

理
解
を
得
な
が
ら
の
利
用
を
考
え
て

い
る
。

⑵
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
幼
児
セ

ン
タ
ー
き
ら
り
の
園
児
、
小
学
生
の

保
護
者
の
方
に
遊
具
選
定
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
平
日
の
利
用
者
は

き
ら
り
の
短
時
間
保
育
児
童
及
び
小

学
校
低
学
年
の
子
ど
も
20
名
程
度
を

想
定
し
、
休
日
は
町
内
の
幼
児
セ
ン

タ
ー
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

と
、
町
外
か
ら
の
利
用
者
を
含
め
、

ネ
ッ
ト
遊
具
を
安
全
に
使
用
で
き
る

最
大
人
数
と
し
、
50
人
程
度
を
想
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、20
名
程
度
利
用
可
能
で
あ
り
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
小
上
が
り
ス

ペ
ー
ス
を
用
意
し
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

⑶
年
間
運
営
経
費
に
つ
い
て
は
、
夏

季
、
冬
季
に
お
け
る
平
日
及
び
土
日

祝
日
の
開
館
時
間
等
、
管
理
体
制
を

十
分
検
討
し
、
議
員
各
位
と
協
議
を

し
、
来
年
度
予
算
時
期
ま
で
に
町
民

の
皆
様
に
運
営
費
を
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

②
一
昨
年
度
か
ら
診
療
所
建
設
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
度
か
ら
旧
と

ん
が
り
か
ん
改
修
事
業
、
遠
別
中
学

校
改
築
事
業
と
大
型
事
業
を
立
て
続

け
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
今

後
の
町
財
政
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
こ
と
は
承
知
を
し
て
い
る
。
今

年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
59
億
７
，
０
０
０
万
円
と
過
去

最
高
の
予
算
額
と
な
り
、
来
年
度
以

降
も
中
学
校
改
築
に
伴
う
事
業
費
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
と

同
程
度
の
予
算
額
に
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
広
報
４
月
号
で
も
お
知
ら
せ

を
し
て
い
る
が
、
財
源
確
保
に
関
し

て
は
、
国
・
道
補
助
金
の
活
用
、
町

財
政
に
有
利
な
地
方
債
を
活
用
す
る

等
、
町
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
最
善
の
対

策
を
行
う
。
町
立
診
療
所
に
係
る

建
設
工
事
費
以
外
の
費
用
は
、
解

体
・
外
構
工
事
に
約
３
億
円
、
備
品

購
入
費
に
約
1
億
５
０
０
万
円
、
移

転
業
務
等
は
約
２
，
２
０
０
万
円
の

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
解
体
に
約
4
億
５
，

０
０
０
万
円
、備
品
購
入
費
に
約
２
，

０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

事
業
実
施
に
伴
う
将
来
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率
は

ピ
ー
ク
時
に
18
％
程
度
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い

て
も
ピ
ー
ク
時
に
は
１
０
０
％
を
僅

か
に
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

問

答
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答

る
。
一
時
的
に
起
債
借
入
の
制
限
、

将
来
負
担
す
べ
き
負
債
が
増
額
と
な

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
こ
の
比
率
が

上
昇
し
な
い
よ
う
補
助
対
象
事
業
の

活
用
等
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
合

わ
せ
て
自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

　

参
考
と
し
て
、
平
成
24
年
に
私
が

初
め
て
町
長
に
当
選
し
た
と
き
の

遠
別
町
の
基
金
残
高
は
、
18
億
７
，

５
０
０
万
円
で
あ
り
、
令
和
３
年
度

末
の
残
高
に
つ
い
て
は
、
23
億
６
，

５
０
０
万
円
と
約
５
億
円
の
基
金
を

積
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

自
主
財
源
に
つ
い
て
は
、
税
収
・

基
金
等
が
主
な
財
源
で
あ
る
が
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」
も
自
主
財
源
に
含
ま

れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
の
寄
附
額

は
、
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
全
国
の
市
町
村
が
財
源
不

足
の
た
め
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

力
を
入
れ
る
中
、
寄
附
額
が
落
ち
込

ん
で
い
る
の
は
Ｐ
Ｒ
不
足
、そ
し
て
、

返
礼
品
へ
の
魅
力
及
び
数
量
確
保
の

難
し
さ
等
が
要
因
で
あ
る
と
分
析
を

し
て
い
る
。
今
一
度
、
一
次
産
業
事

業
者
及
び
農
協
、
漁
協
、
更
に
は
商

工
業
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
取
り
組
み
を
強
化
し
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
増
額
に
よ
り
、
大

型
事
業
へ
の
自
主
財
源
の
確
保
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

再　
質　
問

①
と
ん
が
り
か
ん
に
関
し
て
、

広
報
の
説
明
で
は
過
疎
債

を
充
て
７
割
が
交
付
税
措
置
さ
れ

る
の
で
、
実
質
負
担
３
割
と
な

り
、
1
億
２
，
０
０
０
万
と
な
る

が
、
運
営
費
は
年
間
１
，
０
０
０
万

だ
と
し
て
も
、
15
年
で
１
億
５
，

０
０
０
万
、
建
設
費
の
自
己
負
担
を

超
え
る
こ
と
に
な
る
。
以
降
も
営
業

が
続
く
と
考
え
る
と
、
建
設
費
よ
り

も
ト
ー
タ
ル
で
大
き
い
数
字
と
運
営

費
は
な
る
た
め
、
よ
り
重
要
な
金
額

に
な
る
と
考
え
る
。
工
事
前
に
明
ら

か
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
再
度
伺

う
。

②
将
来
負
担
比
率
に
関
し
て
、
３
５

０
％
以
上
で
早
期
健
全
化
団
体
に
な

り
、
こ
の
数
値
を
ピ
ー
ク
で
１
０

０
％
僅
か
に
超
え
る
一
方
、
そ
の
実

質
公
債
費
比
率
は
、
ピ
ー
ク
時
で

18
％
程
度
と
予
想
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
の
数
値
に
関
し
て
、
３
年
平

均
で
18
％
を
超
え
た
ら
町
民
サ
ー
ビ

ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

伺
う
。

①
現
状
で
は
ま
だ
素
案
と
し
て

の
段
階
で
、運
営
費
以
前
の
段

階
だ
と
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

も
う
少
し
細
か
な
数
字
、運
営
の
方

法
も
、詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば
出
て
こ

な
い
と
理
解
し
て
い
る
。事
務
当
局
の

中
で
は
数
字
積
み
上
げ
等
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、ま
だ
報
告
が
な
い
た

め
、も
う
少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
。

　

と
ん
が
り
か
ん
を
改
修
、利
用
方

法
も
含
め
数
年
前
か
ら
検
討
し
て
い

た
。こ
の
ま
ま
で
は
何
年
も
建
物
と

し
て
、も
た
な
く
な
る
と
意
識
を
も
っ

て
い
た
。一
昨
年
強
風
の
中
で
、尖
塔

の
部
分
の
壁
が
風
で
剥
が
れ
て
、急

遽
壁
を
塞
い
で
い
る
現
状
に
な
っ
て
い

る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
は
剥
が
れ
落

ち
等
の
劣
化
が
あ
り
、補
修
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
今
回
の
提

案
と
な
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
遊
び
、そ
し
て
、大

人
の
方
々
が
、ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
で
仕

事
を
す
る
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
、近

い
将
来
の
遠
別
町
の
関
係
人
口
、交

流
人
口
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。後
々
、運
営
経
費
等
に
つ
い
て
は
、

も
う
一
度
内
部
で
検
討
し
、進
め
て
い

く
。

②
将
来
の
財
政
に
つ
い
て
は
、答
弁
で

起
債
の
比
率
が
１
０
０
％
前
後
と
数

字
を
示
し
た
が
、３
５
０
％
に
な
る

と
起
債
制
限
を
さ
れ
財
政
運
営
で
き

な
く
な
る
状
況
に
な
る
と
理
解
し
て

お
り
、一
時
的
に
町
民
に
不
自
由
な
面

が
出
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、最

大
限
、町
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
に

つ
い
て
は
、進
め
て
い
け
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

　

建
設
工
事
の
時
期
が
集
中
し
て
、

な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
疑
問
も
あ
る
と
思
う
が
、私
の

任
期
が
残
り
１
年
と
な
り
整
備
し
収

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

改修工事中の旧とんがりかん
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白幡議員　 問 町職員の兼業・副業制度の基準の明確化と制度導入は。

笹川町長　 答 単に労働力の確保でなく、産業振興に起因するか見極め、兼業基準の導入を検討

①
町
職
員
の
兼
業・副
業
に
つ

い
て
は
、地
方
公
務
員
法
で
厳

し
く
制
限
さ
れ
て
き
た
が
、２
０
１
９

年
３
月
に
国
家
公
務
員
に
お
け
る
兼

業
基
準
が
明
確
化
さ
れ
、全
国
各
地

で
制
度
導
入
の
広
が
り
が
見
ら
れ
る

な
か
、道
内
で
も
日
高
振
興
局
な
ど

で
地
域
貢
献
と
な
る
副
業
や
鹿
部
町

で
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
遠
別
町
に
お
い
て
は
、人
口
減
少

と
高
齢
化
に
よ
り
、繁
忙
期
の
人
手

不
足
が
見
受
け
ら
れ
、一次
産
業
の
み

な
ら
ず
、人
員
確
保
が
喫
緊
の
課
題

と
考
え
て
い
る
が
、制
度
の
導
入
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

②
今
年
度
４
月
か
ら
町
立
国
保
病
院

に
新
院
長
が
着
任
さ
れ
、外
来
の
患

者
数
が
増
加
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。ま
た
、親
切
丁
寧
な
診
療
が
さ

れ
、大
変
心
強
く
感
じ
て
い
る
が
、患

者
さ
ん
か
ら
は
、待
ち
時
間
が
長
い

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。来
年
４

月
か
ら
は
診
療
所
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。新
し
い
医
療
体
制

を
構
築
し
、よ
り
よ
い
医
療
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
た
く
、待
ち
時
間
解

消
に
向
け
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か
町
長
に
伺
う
。

①
町
職
員
の
副
業
・
兼
業
に
つ

い
て
は
、地
方
公
務
員
法
第
38

条
第
１
項
に
、営
利
企
業
へ
の
従
事
等

の
制
限
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
お
り
、

営
利
企
業
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
す

る
会
社
そ
の
他
の
団
体
の
役
員
に
就

任
す
る
こ
と
、自
ら
営
利
企
業
を
営

む
こ
と
、報
酬
を
得
て
事
業
又
は
事

務
に
従
事
す
る
こ
と
は
制
限
を
さ
れ

て
い
る
。

　

近
年
、多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、働
き
方
改
革
、人

口
減
少
・
高
齢
化
に
伴
う
人
手
不
足

等
を
背
景
に
、副
業
・
兼
業
が
促
進
さ

れ
て
お
り
、全
国
の
自
治
体
に
お
い
て

も
副
業
・
兼
業
を
推
進
す
る
と
こ
ろ

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

町
職
員
が
役
場
外
に
出
て
様
々
な

活
動
を
行
い
、経
験
・
知
識
・
情
報
等

を
得
て
、人
脈
を
形
成
す
る
こ
と
は
、

職
員
本
人
の
キ
ャ
リ
ア
充
実
や
人
材

育
成
、更
に
は
組
織
と
し
て
の
マ
ン
パ

ワ
ー
強
化
、行
政
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

向
上
に
も
繋
が
り
、こ
の
こ
と
は
地
域

社
会
に
お
い
て
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、遠
別
町
の
副
業
・
兼
業
の
許

可
は
、遠
別
町
処
務
規
程
第
18
条
に

基
づ
き
、営
利
企
業
従
事
等
許
可
を

行
っ
て
い
る
が
、職
責
・
職
務
の
公
正

な
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
、公
務
員

と
し
て
の
信
用
を
傷
つ
け
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
な
ど
を
条
件
に
町
内
外

の
講
師
派
遣
、認
定
審
査
会
委
員
な

ど
数
名
を
許
可
し
て
い
る
。

　

質
問
の
兼
業
基
準
の
明
確
化
と
制

度
導
入
は
、意
義
の
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、単
に
労
働
力
の
確
保
だ

け
で
は
な
く
、産
業
振
興
に
起
因
す

る
か
否
か
を
見
極
め
、兼
業
基
準
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
町
立
国
保
病
院
の
待
ち
時
間
解
消

に
つ
い
て
は
、４
月
か
ら
斉
ノ
内
院
長

が
着
任
さ
れ
、診
療
業
務
を
行
っ
て
い

る
が
、長
時
間
の
待
ち
時
間
に
よ
り
、

町
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
る
。な
る
べ
く
早
く
診
療

が
進
む
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
が
、患

者
様
の
容
態
に
よ
っ
て
は
診
察
時
間

が
必
要
と
な
る
た
め
、や
む
を
得
ず
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ

る
。

　

待
ち
時
間
解
消
に
向
け
た
対
策
と

し
て
、現
在
、火
・
水
曜
日
の
週
２
日
、

北
海
道
地
域
医
療
振
興
財
団
か
ら
内

科
の
出
張
医
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、診
療
体
制
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、早
期
の
常
勤
医
師
２
名

体
制
の
確
保
を
目
指
し
て
関
係
各
所

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、来
年
度
、４
月
１
日
予
定
だ

が
、診
療
所
供
用
開
始
に
向
け
、町
民

皆
様
へ
の
安
定
し
た
診
療
体
制
の
構

築
を
目
指
し
尽
力
し
て
い
く
。

①
兼
業
基
準
を
設
け
て
も
、兼

業
す
る
か
は
職
員
の
意
思
次
第

で
あ
る
が
、兼
業
等
も
申
請
次
第
で

可
能
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
、兼
業

等
を
し
や
す
い
環
境
作
り
は
で
き
な

い
か
。①

兼
業
基
準
の
明
確
化
を
職
員

に
徹
底
す
る
よ
う
に
と
の
趣
旨

だ
と
理
解
を
し
て
い
る
。処
務
規
程

18
条
の
改
正
等
は
十
分
協
議
を
し
、

職
員
と
し
て
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
な

ど
も
含
め
、単
に
労
働
者
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、大
き
な
見
地
か
ら

兼
業
が
で
き
る
よ
う
な
形
の
周
知
・

徹
底
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

問

答

議会からのたより
第55号

答 問
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議会からのたより
第55号

第
６
回
臨
時
会

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
及
び

第
43
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
の
出
場

　
６
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て

留
萌
管
内
中
学
校
体
育
大
会
に
、

卓
球
部
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

野
球
部
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、
卓

球
部
、
野
球
部
に
つ
い
て
は
予
選

敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
順
調
に
勝
ち
進

み
、
決
勝
戦
で
天
塩
・
初
山
別
中

学
校
と
対
戦
し
２
対
１
で
敗
退
し

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
２

チ
ー
ム
が
全
道
大
会
に
進
出
と
な

る
た
め
、
出
場
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
大
会
日
程
は
、
７
月
28
日

か
ら
30
日
に
留
萌
市
で
の
開
催
と

な
り
、
部
員
11
名
と
少
な
い
人
数

の
中
、日
々
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

全
道
大
会
に
お
い
て
も
大
い
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
遠
別
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団
遠
別
イ
ー
グ
ル
ス

は
、
留
萌
地
区
代
表
と
し
て
６
月

24
日
に
富
良
野
市
で
開
催
さ
れ

た
、
令
和
５
年
度
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
北
北
海
道
大

会
に
お
い
て
、
決
勝
戦
で
釧
路
Ｊ

ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
２
対
０
で
勝
利
し

見
事
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
８
月
７
日
か
ら
10
日
の

日
程
で
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
千

葉
県
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る

第
43
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
全
道
・
全
国
大

会
に
係
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
補
助
金

交
付
要
綱
で
対
象
と
し
て
い
る
大

会
で
あ
る
た
め
、
大
会
参
加
経
費

に
つ
い
て
は
、
町
長
と
協
議
し
、

本
臨
時
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ご
審
議
の
上
、

原
案
ど
お
り
議
決
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
は
、
全
国
優

勝
と
い
う
大
き
な
目
標
を
持
ち
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
活
躍
を
期
待

し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
６
月
27
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
遠
別
町
名
誉
町
民
の
推

薦
１
件
、
補
正
予
算
１
件
の
合
計
２

件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
名
誉
町
民
の
推
薦

　

・
故　

西
畑　

葊
男　

氏

【
一
般
会
計
】

◆
遠
別
町
名
誉
町
民
・
前
議
会
議
長

お
別
れ
の
会
実
行
委
員
会
補
助
金

４
５
０
万
円
新
規

　
７
月
10
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、

財
産
の
取
得
５
件
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
１
件
、
補
正
予
算
３
件
の
合

計
10
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

◆
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
及
び
第

43
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

生
大
会
の
出
場
〈
詳
細
は
下
段
〉

◆
専
決
処
分
の
報
告(

交
通
事
故
の

和
解)

◆
財
産
の
取
得
（
町
立
診
療
所
医
療

機
器
）

　

・
機
械
浴
槽　

一
式

　

・
全
身
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置　

一
式

　

・
一
般
Ｘ
線
撮
影
装
置　

一
式

　

・
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ニ
タ　

一
式

　

・
電
動
ベ
ッ
ド　

一
式

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
工
事
名　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場

改
修
工
事

契
約
金
額　
　

６
，
５
４
５
万
円

契
約
の
相
手
方　
株
式
会
社 

共
栄

【
一
般
会
計
】

◆
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
金　

２
１
６
万
円
増

第
５
回
臨
時
会

行
政
報
告

報　
告

主
な
補
正
予
算

審
議
事
項

第
６
回
臨
時
会

審
議
事
項

教
育
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

教
育
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

主
な
補
正
予
算
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議会からのたより
第55号

　

６
月
15
日
開
催
の
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
第
74
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
北
海

道
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
功
労
者
と
し
て
、
西
畑
葊
男
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
６
月
22
日
に
西
畑
葊
男
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
、
表
彰
状
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、

７
月
３
日
、
西
畑
氏
の
ご
自
宅
へ
訪
問
し
、
小
森
議
長
よ
り
、
妻
の
照
子
様
へ
伝
達

を
行
い
ま
し
た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　
７
月
４
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
、
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
遠
別
町
か
ら
議
員
８
名
、
事
務

局
職
員
１
名
が
出
席
し
た
。

　
昨
年
の
本
研
修
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
た
め
、
全
道
地
区
を
２
分
割

し
、
２
部
制
で
分
散
開
催
さ
れ
た
が
、
本
年

は
４
年
ぶ
り
と
な
る
全
道
町
村
議
会
議
員
一

同
に
会
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
は
、
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研

究
機
構 

理
事
長 

五
百
旗
頭　
（
い
お
き
べ
）

真
氏
に
よ
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
の
日

本
」、
ま
た
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田

﨑　
史
郎
氏
に
よ
る「
日
本
政
治
の
舞
台
裏
」

と
題
し
、
講
演
さ
れ
た
。

　
世
界
的
に
み
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
再
認

識
と
、
日
本
政
治
の
舞
台
裏
を
知
る
こ
と
が

で
き
大
変
参
考
に
な
る
研
修
会
で
あ
っ
た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

田﨑　史郎 氏 五百旗頭　真 氏

議会報発行特別委員会設置

白井　金治　副委員長
　町民の皆様に町議会に興味がわくような記事、また
積極的参加が出来るよう、幅広く情報等を発信してい
きますので、４年間再度宜しくお願いいたします。

山下　　悟　委員長
　議会報発行特別委員会委員長として町及び各議員
の活動をよりわかりやすくお知らせできるよう心掛
け進めていく所存です。

第４回定例会で、議会報発行特別委員会が設置され、
４名の委員が選任された。

白幡　広喜　委員
　議会報発行委員として、議会報を多くの町民の皆
様に観ていただき議会活動に興味を持っていただけ
る様な話題、情報など発信できるよう心掛けてまい
りますので、よろしくお願いします。

國部　雅人　委員
　町民の皆様に議会活動を身近に感じていただける
よう、わかりやすい紙面づくりを心がけます。ご意
見・ご感想などお寄せいただければ幸いです。よろ
しくお願いいたします。
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議会からのたより
第55号

議会の主な動き ( 令和 5 年 5 月～令和 5 年 7 月）

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は９月11日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

　７月８日（土）遠別町生涯学習センターにて、
故西畑 男　遠別町名誉町民　前遠別町議会
議長　お別れの会が執り行われました。
　西畑 男氏の生前のご功績をたたえるとと
もに、謹んでご冥福をお祈りいたします。

５月
11 日 第３回遠別町議会（臨時会）
16 日 留萌管内町村議会議長会定期

総会（増毛町）
19 日 留萌地域総合開発期成会定期

総会（初山別村）
19 日 遠別商工会通常総会
20 日 故駒井久晃　前羽幌町長お別

れの会（羽幌町）
26 日 第２回議会運営委員会
28 日 北留萌消防組合遠別町消防団

春季消防演習
29 日 一般道道名寄遠別線促進期成

会定期総会

６月
5 日 第２師団長　井土川陸将を囲む会（留萌市）
９日 第１回総務産業常任委員会

第４回遠別町議会（定例会）
11 日 留萌駐屯地創立 70 周年記念行事（留萌市）
15 ～
16 日

北海道町村議会議長会第 74 回定期総会
（札幌市）
議長・事務局長研修会（札幌市）
留萌管内町村議会議長会臨時総会（札幌市）

22 日 第４回議会全員協議会
23 日 第５回議会全員協議会
27 日 第５回遠別町議会（定例会）

７月
4 ～
5 日

北海道町村議会議員研修会
（札幌市）

6 日 第３回議会報発行特別委員会
8 日 故西畑葊男　遠別町名誉町民　

前遠別町議会議長　お別れの会
10 日 第６回遠別町議会（臨時会）

法令・条例の読み方研修
第２回総務産業常任委員会

19 ～
20 日

町村議会新任議員研修会
（札幌市）

24 日 遠別町交通安全推進協議会定期
総会
第４回議会報発行特別委員会

あとがき（山下委員長）

　新型コロナが 5 類になり 3 ヶ月経ちました。全国的にも各種イベントが新型コロナ前に戻りつつあると感

じています。一方で今年に入って国内でエムポックス（サル痘）感染者が増加していると報道もありますが、

新型コロナに比べると感染者数は圧倒的に少なく、多い週でも 19 名となって

おり、また、天然痘ワクチンが治療や予防に有効とされていますので新型コロ

ナよりは大事にならないと思われます。

　7 月には昨年同様、子ども神輿が行われ、子どもたちの掛け声を聞き感染症

法上の 2 類から 5 類になったんだと実感できました。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会

委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
委　　員　　國部　雅人
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「みんなの蜜源植物の成長」
　左の写真は先月のイベントのたねだんごから発芽した芽です。数種類の種が
くっついていますが、どの種から芽が出るかは運まかせになります。どうもヘ
アリーベッチの種が強いみたいですね！この後も発芽ラッシュが続くのでお楽
しみに！

　気温が上がり、たくさんの花が咲くようになりました。蜂が周りを飛んでいると、つい、何蜂だろう？と
覗き込んでしまいます。マルハナバチも可愛いですが、やっぱり西洋蜜蜂を見つけると嬉しくなりますね。
中には変わった模様の蜂もいて、一体何種類蜜蜂がいるのだろう？と思ってしまいます。羽音もそれぞれ個
性があって、意外と小さい蜂が大きな音だったりするんですよ！

　昨年夏も蜂の巣別れ（分蜂）について記事にしまし
たが、また分蜂の時期になりました。春に越冬を終わ
らせて、段々と数を増やしてきた蜂たちが、手狭になっ
た巣箱から仲間と一緒に引っ越そうとするのです。　
　前の記事にもありますが、人知れず分蜂して、どこか
に行ってしまったら、北海道の厳しい冬を乗り越えられ
ず、死んでしまいます。　巣のおよそ半分の蜂が引っ越
して、どこかに行ってしまっては養蜂家は商売あがった
りなので、蜂たちが分蜂する前に、何かしらの方法で分
蜂を止めるのです。　蜂たちが分蜂をしたくなってくる
事を「分蜂熱が上がる」といいます。分蜂熱が上がると、
盛んに王台（女王蜂に育てるための部屋）を作りだす
ので、気付く事も多いのですが、蜂の数が多くなると見
落してしまう事があります。その見落としが思わぬ分蜂
につながるので、巣箱の中を見るときには、必死に王
台を探しますが、それでも見落としはあるものです。　
　先日も新しい女王蜂が生まれたばかりの巣箱から急に
ブワーンと音がしたなと思ったら、蜂がたくさん飛び出
してきました。　
　たいてい分蜂は晴れの日に行われるのですが、その
日は小雨。まさか分蜂じゃないよね、と観察していたら、
外に出る蜂の数がどんどん増えていき、とうとう近くの
さくらんぼの木に止まり始めました。　一度近くに集合

すると、数匹の偵察バチが良さそうな新居情報を持って
帰るのを待ちます。この情報が集まって来る前にうまく
巣箱の中に収容出来れば、全体の蜂の数を減らさずに
巣箱の数を増やすことが出来るのです。細い枝などに
止まってくれたら枝ごと切り落として巣箱に入れる事が
できます（去年はこの方法で収容）。が、よりによって
木の幹に！「どうやって収容する？」と思いましたが、
そこは長年の経験を持つ国井さん。真下の巣箱を利用
して蜂の塊の下に新しい巣箱をあてがい、燻煙器の煙
を巧みに使って無事収容完了！一件落着となりました。
　分蜂を防ぐためにする事については次回詳しく記事に
したいと思います。

協 力 隊 通 信
第 12 号第 12 号

坪田 幸恵

またやってきた！巣別れの季節！の巻またやってきた！巣別れの季節！の巻
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「みんなの蜜源植物の成長」
　左の写真は先月のイベントのたねだんごから発芽した芽です。数種類の種が
くっついていますが、どの種から芽が出るかは運まかせになります。どうもヘ
アリーベッチの種が強いみたいですね！この後も発芽ラッシュが続くのでお楽
しみに！

　気温が上がり、たくさんの花が咲くようになりました。蜂が周りを飛んでいると、つい、何蜂だろう？と
覗き込んでしまいます。マルハナバチも可愛いですが、やっぱり西洋蜜蜂を見つけると嬉しくなりますね。
中には変わった模様の蜂もいて、一体何種類蜜蜂がいるのだろう？と思ってしまいます。羽音もそれぞれ個
性があって、意外と小さい蜂が大きな音だったりするんですよ！

　昨年夏も蜂の巣別れ（分蜂）について記事にしまし
たが、また分蜂の時期になりました。春に越冬を終わ
らせて、段々と数を増やしてきた蜂たちが、手狭になっ
た巣箱から仲間と一緒に引っ越そうとするのです。　
　前の記事にもありますが、人知れず分蜂して、どこか
に行ってしまったら、北海道の厳しい冬を乗り越えられ
ず、死んでしまいます。　巣のおよそ半分の蜂が引っ越
して、どこかに行ってしまっては養蜂家は商売あがった
りなので、蜂たちが分蜂する前に、何かしらの方法で分
蜂を止めるのです。　蜂たちが分蜂をしたくなってくる
事を「分蜂熱が上がる」といいます。分蜂熱が上がると、
盛んに王台（女王蜂に育てるための部屋）を作りだす
ので、気付く事も多いのですが、蜂の数が多くなると見
落してしまう事があります。その見落としが思わぬ分蜂
につながるので、巣箱の中を見るときには、必死に王
台を探しますが、それでも見落としはあるものです。　
　先日も新しい女王蜂が生まれたばかりの巣箱から急に
ブワーンと音がしたなと思ったら、蜂がたくさん飛び出
してきました。　
　たいてい分蜂は晴れの日に行われるのですが、その
日は小雨。まさか分蜂じゃないよね、と観察していたら、
外に出る蜂の数がどんどん増えていき、とうとう近くの
さくらんぼの木に止まり始めました。　一度近くに集合

すると、数匹の偵察バチが良さそうな新居情報を持って
帰るのを待ちます。この情報が集まって来る前にうまく
巣箱の中に収容出来れば、全体の蜂の数を減らさずに
巣箱の数を増やすことが出来るのです。細い枝などに
止まってくれたら枝ごと切り落として巣箱に入れる事が
できます（去年はこの方法で収容）。が、よりによって
木の幹に！「どうやって収容する？」と思いましたが、
そこは長年の経験を持つ国井さん。真下の巣箱を利用
して蜂の塊の下に新しい巣箱をあてがい、燻煙器の煙
を巧みに使って無事収容完了！一件落着となりました。
　分蜂を防ぐためにする事については次回詳しく記事に
したいと思います。

協 力 隊 通 信
第 12 号第 12 号

坪田 幸恵

またやってきた！巣別れの季節！の巻またやってきた！巣別れの季節！の巻

ひ
と
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う
ご
き

▽
お
く
や
み

南
部　
艶
子
さ
ん（
90
）（
錦　
町
）

青
木　
ト
シ
さ
ん（
91
）（
共　
栄
）

早
川
由
美
子
さ
ん（
62
）（
３　
区
）

林　
千
鶴
子
さ
ん（
80
）（
若
葉
町
）

秦　
　
　
一
さ
ん（
71
）（
文
光
町
）

佐
藤　
幸
夫
さ
ん（
90
）（
緑　
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

西
畑　
照
子
さ
ん
（
緑　
町
）

葊
男
さ
ん
の
死
去
に
際
し

小
山　
範
夫
さ
ん
（
緑　
町
）

文
雄
さ
ん
の
死
去
に
際
し

守
屋　
久
美
さ
ん
（
錦　
町
）

ヒ
サ
さ
ん
の
死
去
に
際
し

南
部　
義
光
さ
ん
（
共　
栄
）

艶
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

青
木　
良
治
さ
ん
（
共　
栄
）

ト
シ
さ
ん
の
死
去
に
際
し

早
川
ト
モ
エ
さ
ん
（
３　
区
）

由
美
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

齋
藤
多
美
子
さ
ん
（
旭
川
市
）

林
千
鶴
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

秦　
　
妙
子
さ
ん
（
文
光
町
）

一
さ
ん
の
死
去
に
際
し

佐
藤　
道
子
さ
ん
（
緑　
町
）

幸
夫
さ
ん
の
死
去
に
際
し

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

町のカレンダー ２０２３
8月（August） 9月（September）

15 ㈫

16 ㈬

17 ㈭

18 ㈮

19 ㈯

20 ㈰

21 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

22 ㈫

23 ㈬

24 ㈭
胃・肺・大腸・前立腺がん検診／特定健診／プレ・特
定健診／後期高齢者健診／生保健診／肝炎健診／エキ
ノコックス症検診／結核検診（マナピィ・21　※完全
予約制）

25 ㈮
胃・肺・大腸・前立腺がん検診／特定健診／プレ・特
定健診／後期高齢者健診／生保健診／肝炎健診／エキ
ノコックス症検診／結核検診（マナピィ・21　※完全
予約制）

26 ㈯

27 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

28 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

29 ㈫

30 ㈬

31 ㈭

1 ㈮

2 ㈯

3 ㈰

4 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

5 ㈫

自動車運転免許更新時講習（天塩町）
10：00 ～初回
13：00 ～優良
13：45～一般
15：00～違反

6 ㈬
幼児歯科健診
（健康管理センター　診察開始 13：30 ～）
自動車運転免許更新時講習（幌延町）

18：30 ～優良

7 ㈭

8 ㈮

9 ㈯
遠別町芸術鑑賞事業
「えんべつ SUPERものまね SHOW」
マナピィ・２１開場 18：30 ～　開演 19：00 ～

10 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

11 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

12 ㈫ ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）

13 ㈬ 乳幼児健診（健康管理センター　診察開始 10：30 ～）

14 ㈭

15 ㈮ 旭川検診ツアー（7:30 出発　※完全予約制）

23



フォトスケッチフォトスケッチ

温泉総選挙２０２３応援お願いします

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

おっきいザリガニ当たりました♪（神社例大祭）おっきいザリガニ当たりました♪（神社例大祭）

　いちごおいしい！（きらりいちご狩り）　いちごおいしい！（きらりいちご狩り）　何が当たったかな？（多世代交流会）　何が当たったかな？（多世代交流会）

　頭噛みますよー♪（子ども神輿）　頭噛みますよー♪（子ども神輿）

今月の
納 税

納期

（令和5年7月31日現在）

1910
日目

（令和5年7月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,140人（－3）
●女   1,218人（－5）

2,358人
（－8）

1,283（+2）

8/31
町道民税（２期）

国民健康保険税（２期）

投票期間：７月２６日（水）から１０月２６日（木）まで
投票方法（スマートフォン等）
①右の二次元バーコードを読み取る → ②投票（ページ下部）

※１日１回
　投票できます

　旭温泉が温泉総選挙２０２３（リフレッシュ部門）にエントリーしています。
　応援投票をお願いします。


